
 

 

 

 

 

  



 

 

はじめに    

このたび、令和３年度和歌山県土砂災害啓発センターの年度報を刊行する運びとなりました。 

当センターは、平成 23 年９月の台風 12 号による紀伊半島大水害などの甚大な被害をくり返さない

ために、土砂災害の記憶を後世に伝えるとともに、土砂災害に関する研究の拠点となることを目的に平

成 28 年４月 24 日に開所しました。 

当誌は、令和３年度で当センターが行った土砂災害に関する啓発活動、調査研究活動及び発表業績等

の成果をまとめたものです。 

令和３年度の来館者については、令和２年度と比べ増加しましたが、依然として新型コロナウイルス

感染症拡大の影響が大きく、最も来館者数の多かった平成３０年度と比べるとまだ半数の来館者数とい

ったところです。そのような中、子どもは将来の防災の担い手であり、子どもから家庭や地域に防災意

識が広がっていることが期待できることから、令和２年度より小中学校への防災学習に積極的に取り組

んだ結果、防災学習を実施した学校の数を大幅に増加させることが出来ました。 

引き続き防災・減災のため土砂災害啓発に係るコンテンツをなお一層充実させるとともに啓発研修を

積極的に行い、土砂災害による死者ゼロを目指し、職員一同更なる研鑽に努める所存です。今後とも、

ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。 

令和４年１０月 

所長 稲田 健二    
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１．和歌山県土砂災害啓発センターの概要 

１－１ 主な出来事 

令和３年 5 月 19 日 (公社)砂防学会研究発表会（オンライン）（口頭発表 3 件、   

ポスター発表 1 件）（～21 日） 

令和３年 6 月 10 日 河川技術に関するシンポジウム（オンライン）（口頭発表 1 件）

（～11 日） 

令和３年 6 月 24 日 近畿地方整備局研究発表会（WEB 開催）（口頭発表 2 件） 

（～25 日） 

令和３年 8 月 7 日 夏休み企画「発生から１０年を迎える紀伊半島大水害（那智川流

域）を振り返る」（～15 日） 

令和３年 9 月 15 日 (公社)日本地すべり学会研究発表会（オンライン）（口頭発表 1

件）（～16 日） 

令和 3 年 10 月 28 日 治山研究発表会(WEB 開催)（口頭発表 1 件）（～11 月 26 日） 

令和 3 年 11 月 15 日 大規模土砂災害対策研究機構会議(WEB 会議) 

令和 3 年 12 月 15 日 四川省防災セミナー（WEB 会議） 

令和 3 年 12 月 20 日 2021 年度中国大学生オンライン交流（地方間交流）（和歌山県ー

四川省）（WEB 会議） 

令和 4 年 1 月 14 日 防災 RPG「命を守るハザードマップ」の防災学習における活用開始 

令和 4 年 1 月 18 日 国、県、那智勝浦町の共催で土砂災害研究講演会（紀伊半島大水害

から 10 年）を開催 

令和 4 年 3 月 18 日 The 3rd International Symposium on Risk Assessment and 

Sustainable Stability Design of Slopes（ISRSS-SENDAI2022）

（オンライン）（口頭発表 1 件）（～19 日） 

令和 4 年 3 月 28 日 日高川町におけるデジタルコンテンツを活用した継続的な土砂災害

防災学習の実施に係る説明会の開催 

令和 4 年 3 月末 小学生における発達段階に応じた土砂災害防災学習カリキュラムの

作成 
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１－２ 組織 

１－２－１ 機構と所掌事務 

和歌山県土砂災害 
啓発センター所長      和歌山県土砂災害啓発センター員   

             深層崩壊関連研究に関すること 
             表層崩壊・土石流関連研究に関すること 
             流木発生機構など治山災害関連研究に関すること 
             土砂災害防止の啓発・ＰＲに関すること 
            土砂災害啓発施設管理員 
             施設維持管理に関すること 
             来客対応に関すること 
             研究資料の整理に関すること 
            那智勝浦町職員（会計年度任用職員）  
             研修に関すること 
             観光振興に関すること 

 

１－２－２ 職員構成 

令和 4 年３月 31 日現在 

採 用 区 分 土木職 林学職 
会計年度任

用職員 

那智勝浦町

職員(会計年

度任用職員) 

計 

所 長 1 0 0 0 1 

主 査 １ 1 0 0 ２ 

副 主 査 1 ０ 0 ０ 1 

土砂災害啓発施設管理員 0 0 1 0 1 

事 務 員 0 0 0 2 2 

計 3 1 1 2 7 
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１－２－３ 職員名簿 

令和 4 年３月 31 日現在 
 氏   名 

所      長 坂口 隆紀 

主 査 筒井 和男 

主 査 宮﨑 徳生 

副 主 査 岸畑 明宏 

土砂災害啓発施設管理員 森  要 ※1   

事 務 員 （ 平 日 ） 佐藤 純子 ※2 

事務員（土・日・祝） 濵  龍児 ※2 

※1 会計年度任用職員 

※2 那智勝浦町職員(会計年度任用職員) 

 

１－３ 施設 

所在地 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町大字市野々3027-6 

○木造２階建て 

○延床面積 492 ㎡ 

１階 展示スペース 61.69 ㎡、事務室 23.41 ㎡、研修室１ 40.58 ㎡、 

研修室２ 40.58 ㎡、資料保管室 17.39 ㎡ 

２階 研究室 87.11 ㎡、控室 11.18 ㎡ 

紀伊山系砂防事務所那智勝浦監督官詰所 34.78 ㎡ 

○総事業費 約２億 4000 万円 
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１－４ 開館時間・休館日 

○ 開館時間 ９時から 12 時 

          13 時から 17 時 

○ 休館日  年末年始 

  大雨等による避難指示等が那智勝浦町より発令された時 

        

  

展示スペース 研修室１,２ 

機材倉庫 紀伊山系砂防事務

所 

那智勝浦監督官詰

所 
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２．啓発活動 

２－１ 来館者の状況 

令和 3 年４月から令和 4 年３月末までの来館者数は 11,971 人で、令和 2 年度の来館者

数 10,058 人を上回り増加したが、新型コロナウイルス感染症拡大以前の来館者数までは

回復しておらずコロナ禍の影響が継続しているものと考えられる。 

なお、和歌山県土砂災害啓発センター（以下、「啓発センター」）では感染拡大予防ガイ

ドラインを策定し、入退館時の手指の消毒、研修室の窓の開放、研修中のマスク着用など

を徹底するとともに啓発センターでの研修上限者数を通常の半分以下(20～30 名程度)と

して施設を運営した。なお、多人数の研修申し込みがあった場合は、研修者数を分割して

の実施や那智勝浦町体育文化会館を利用するなど新型コロナウイルス感染症対策を徹底し

啓発研修の受け入れを行った。なお、新型コロナウイルス感染症への対応については参考

資料①として巻末に示す。 

来館者数は、５月のゴールデンウイークと 10・11 月の紅葉などの観光シーズンに多く 

なる傾向となるが曜日ごとの来館者数については、特定の曜日に偏っているという状況で

はない。 
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なお、７月１日の 13 時～16

時まで那智勝浦町内で発生した

傷害事件による被疑者逃亡によ

り閉館するとともに、７月１日

の 16 時以降、翌日の終日、8 月

19 日の 10 時 30 分～15 時 30

分、9 月 26 日の９時 30 分～13

時 30 分は那智勝浦町から避難に

関する情報が発令されたため閉

館した。 

開館以来の入館者数については、令和 3 年１１月１１日に 80,000 人を突破した。 

また、開館以来の年別入館者数の推移は上表のとおりとなっており、本年度末までの

総入場者数は 84,348 人である。 

 

２－２ 館内展示物 

２－２－１ 展示スペ－ス 

館内展示物は、展示スペースに「和歌山県のすがた」「紀伊半島大水害の記録」「土砂

災害の種類」「土砂災害を防ぐために」「土砂災害から身を守るために」の合計８枚のパ

ネルを展示している。 

展示物として昨年度より展示している「那智川流域の地形模型図」、「大門坂周辺の地

形図」、「コアストーンと土砂災害の解説」、「土砂災害警戒区域等の３６０°動画」、「雲の

模型と雨量計」に加え、地元語り部久保榮子さんの被災体験紙芝居の冊子と小中学校の

防災学習の感想文を展示している。 

さらに、モニター２台にて「地元語り部久保榮子さんの被災体験紙芝居（英語字幕

付）」及び令和３年にドローンで撮影した那智川周辺の空撮映像を上映するとともに大型

モニターでは、和歌山県内の雨量情報・土砂災害警戒区域を見られるようにしている。 

また、国土交通省近畿地方整備局紀伊山系砂防事務所より貸与されている２基の「土

石流模型装置」については、透過型堰堤と不透過型堰堤の機能の違いについて確認する

ことができる。 

 

 

 

期間 入館者数 

平成 28 年４月から平成 29 年 3 月 11,167 

平成 29 年 4 月から平成 30 年 3 月 11,998 

平成 30 年 4 月から平成 31 年 3 月 19,579 

平成 31 年 4 月から令和 2 年 3 月 19,575 

令和 2 年 4 月から令和 3 年 3 月 10,058 

令和 ３年 4 月から令和４年 3 月 11,971 

計 84,348 
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被災体験紙芝居の上映（英語字幕付） 紀伊半島大水害体験紙芝居の冊子 

那智川の空撮映像 防災学習の感想文 

コアストーンの解説 雨量計と雲の種類 
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２－２－２ 研修室１ 

研修室１では、昨年に引き続き、（一社）全国治水砂防協会等から寄贈された砂防に関す

る専門書等を展示するとともに平成 23 年の紀伊半島大水害の被災状況をより知ってもら

うために、当時の新聞の切抜きを整理している。 

また、紀伊半島大水害について当時の記録を振り返り水害の記憶を風化させないため

に、令和３年８月より水害当時の状況がわかるパネル展示を行っている。 

 

(紙芝居の概要) 

夫婦と娘の３人家族が洪水に見舞われ、最初は 3 人で家のトユに捕まっていたが耐えきれず、隣の建物に移ろうと濁流に

飛び込み流された。その後母親はフェンスに捕まり、娘は屋根に登って九死に一生を得たが、父親は遺体で発見された。 

娘の無事を確認し涙を流す場面 

濁流に流されないよう必死に家

のトユに捕まっている場面 

那智川の様子を見に行く場面 

濁流に流されたが舗道のフェン

スで助かった場面 

濁流に飛び込み流された場面 

紀伊半島大水害当時の状況が分かるパネル 
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２－２－３ 研修室２ 

研修室２では、２－３ 啓発研修を行っているが、それ以外の時間には、「土砂災害の

起こり方」のビデオを繰り返し上映している。なお、平成 30 年４月より PC を常備し来

館者の要望により、「土砂災害を、考える ～平成２３年那智川災害を教訓として～（日

本語版）（英語版）」上映している。また、令和３年６月からは「紀伊半島大水害豪雨～

平成２３年台風１２号、新宮市映像の記録～」も追加し上映を行っている。 

また、マイ・タイムラインを体験できるホワイトボードを設置するとともに那智勝浦

町立市野々小学校から貸与された「笑顔最高市小」「市野々の宝」の２枚の絵画を来館者

に見ていただけるように展示している。 

 

 

 

「笑顔最高市小」と「市野々の宝」の２枚の絵画 

土砂災害に関する映像の上映～ 

マイ・タイムラインを作ろう 
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２－２－４ 廊下 

廊下には土砂災害を防止する砂防と土砂災害から身を守るための展示パネルを掲出して

いる。以下にパネル内容を示す。 

土砂災害を、考える（日本語版） 

紀伊半島大水害～平成２３年台風１２号、新宮市映像の記録～ 

土砂災害の起こり方 
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２－３ 啓発研修 

令和３年度は、103 団体 3,078 名に土砂災害に関する啓発研修・防災学習を行った。な

お、啓発センターを訪れた受講者数については、令和３年度は 35 団体 729 名で令和 2 年

度は 40 団体、701 名に比べ受講者数は増加した。令和 3 年度における受講団体は参考資

料②として巻末に示す。 
 

 

 

月別の研修回数、曜日別研修者数を次に示す。10 月と 11 月で研修回数が最も多く、

曜日別では週後半の研修が多い傾向である。 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人木本地区連合自治会 

紀美野町立野上中学校 田辺市立龍神小学校・上山路小学校 

由良町役場職員 

0
5

10
15
20
25
30

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3 1 3
11

2 5

29 28

12
3 0

6

令和３年度 月別研修回数（回）



 

14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、研修受講団体の帰属県及び種別を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修受講団体・受講者は県内からが多いのは当然であるが、新型コロナウイルス感染

症の影響により、県外からの受講団体が少なかったのが特筆される。 

受講団体としては、学校関係の団体が多く研修受講者については小中学校が半数以上

を占めている。 

研修内容については、 

・啓発センターについて 

・土砂災害の概要及び予兆について 

・紀伊半島大水害について 

・深層崩壊について 

・土砂災害防止法・土砂災害警戒区域について 

・早期避難の重要性について 

・ハザードマップについて 

・災害後の取り組みについて 
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令和３年度 曜日別研修回数（回）
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などを団体の種別や要望を適宜組み合わせて研修教材としている。 

また、最近発生した土砂災害や過去に発生した各地の土砂災害を題材に取り上げるこ 

とにより、他人事では無く自分ごととして、土砂災害が身近な自然災害であることに留

意し減災に役立てて頂けるよう啓発研修を行っている。 

  

 

２－４ 夏休み企画 

平成 29 年からの新たな取り組みとして、那智勝浦町へ帰省する小学生以上の親子

連れをターゲットに企画を行っている。令和３年度は、「発生から 10 年目を迎える紀

伊半島大水害(那智川流域)を振り返る」という企画を８月 7 から 15 日の 9 日間実施

し、292 人の参加があった。 

内容は、以下の通り。 

・企画パネルの展示 

紀伊半島大水害の解説と災害発生時から１０年を迎える現在を対比 

・ドローンで撮影した那智川流域の動画を上映 

     紀伊半島大水害の発生から１０年を迎える那智川の整備状況の上映 

・「土砂災害を、考える」、「紀伊半島大水害豪雨～平成２３年台風１２号、新宮市映

像の記録～」の上映 

・土石流実験装置を用いた砂防えん堤の効果・仕組みの説明 

 

 

 

 

対象者の地域で発生した土砂災害 最近の土砂災害の例（令和 2 年の 7月豪雨） 
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２－５ 小学校・中学校などへの防災学習 

２－５－１ 防災学習の実施状況 

  啓発センターでは、地元の小学校等と連携・協働し、子どもたちが「自分ごととして

考え・行動できる」ことを学習目標に、さらに児童への防災学習を進める中で児童から

家庭へ、さらには地域へ防災意識が広がることを期待し、下記の 1）～5)に配慮し積極

的に防災学習に取り組んでいる。 

1) 出張授業 

啓発センターでの授業だけでなく、学校への出張授業の実施 

2) 学校・地域に合わせた教材の作成 

学校区のハザードマップなど、学校周辺に合った教材の作成 

3) さまざまな実験・現地体験 

児童・生徒が興味をもつような各種実験・現地体験の実施 

4) 年齢に合わせた学習 

低学年から中学生まで学習段階に合わせた授業の実施 

5) 授業内容・時間の柔軟性 

授業内容・時間は、教員との打ち合わせにより調整し決定 

 

防災学習の実施状況 

スライドによる学習 

学校周辺の現地見学 

砂防工事現場の見学 

(協力：紀伊山系砂防事務所) 

語り部による紙芝居学習 ハザードマップによる学習(出前授業) 

土石流模型装置を用いた実験 
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令和３年度は積極的な出前授業、修学旅行メニューへの組み込み、発達(学習)の段階に

応じた防災学習などにきめ細かく取り組んだ結果、実施校４６校（うち、高等学校５校）、

学習回数７０回(うち、高等学校７回)と前年に比べて増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度に向け、令和 4 年 2 月に教育委員会に対し啓発センターの防災学習の案内を

周知している。特に令和３年度は研修回数も多く、東牟婁管内以外(海草郡・伊都郡・有田

郡・日高郡・西牟婁郡)の申し込みもあり、防災学習を県内全域に広めるため、引き続き各

市町村教育委員会や各学校に出向いて土砂災害に関する防災学習をＰＲし、実施校数の増

加に繋げていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報活動

令和3年8月4日
県内30全市町村の教育委員会に、土砂災害に関する防災学習の始動の促しと啓発センターの案内
を周知。

令和4年2月16日
翌年度の学校事業計画時期を考慮し、県内30全市町村の教育委員会に土砂災害に関する防災学習
の始動の促しと啓発センターの案内を周知。

令和3年度
県内9市町村の教育委員会には個別に訪問し、土砂災害に関する防災学習の始動の促しと啓発セン
ターの案内を周知。

日時

令和3年度

那智勝浦町内 那智勝浦町外 センター 学校等 オンライン 小学校 中学校

平成28年度 3 2 0 5 2 3 5 0 0 5 0 0 有

平成29年度 6 2 0 8 6 2 7 1 0 8 0 0 有

平成30年度 3 2 0 5 2 3 4 1 0 5 0 0 有

平成31年・
令和元年度

5 3 0 8 4 4 8 2 0 10 0 0 無

令和2年度 17 11 3 31 6 25 20 38 0 58 7 4 無

令和3年度 30 11 5 46 5 41 19 42 9 70 15 4 無

※学年毎や複式学級別で実施しており、学校数より研修回数は多くなっている。

防災学習実施の学校数　令和4年3月31日現在

小学校 中学校 高等学校 計

学校の所在地 研修場所

研修回数

うち修学旅行学校数
国の試行学習
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２－５－２ 防災学習の計画と内容 

啓発センターは防災学習の計画段階において、児童たちの興味・関心を引き出すこと

をねらいに、実験・体験を多く組み入れた学習メニューを提案し、担当教員と打合せを

進め学習メニューの組み合わせを決定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－５－３ 学習内容の主な特徴 

(１)児童が土砂災害をイメージしやすい学習 

ア 土砂災害に関連する地質については、那智勝浦町周辺に分布する風化前後の花崗岩類

を児童自身が金槌で叩いたり・手で割る、風化後の花崗岩類の「もろさ」を感じる実

験（No.5） 

イ 土砂災害発生の要因となる降水については、土を固めて作った「山」に噴霧器による

「降雨」を継続的に当てることで「山が崩れる」様子を体験する実験（No.6） 

ウ 土砂災害発生後の地形変化については、山と谷を模した模型の上部に配置した土で

「斜面崩壊後の堆積土砂」を示し、噴霧器による「降雨」を継続的に当てることによ

って土石流が発生し、谷の出口で土石流が堆積して扇状地ができる様子を体験する実

験（No.7） 
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(２)教科書に沿った学習 

小学校 5 年生の理科で学習する「流れる水のはたらき」に関連した内容として、たい積

した砂が、水流によりしん食・運ぱん・たい積により、河川の流路が形成する事を学ぶこ

とから、紀伊半島大水害では河川内に土砂が急激にたい積し河川の水位が急激に上昇し氾

濫したなど災害とそのはたらきが関係する事を学習(No.13)。 

6 年生で学習する「大地のなりたち」とあわせた土砂災害との関係性や、啓発センター

近くの砂防えん堤の工事箇所で地層の確認など地元のフィールドを生かした学習

(No.14)。 

 

(３)啓発センターの実験装置・現地調査 

大規模装置による土石流実験(No.4・No.8)や、国土交通省近畿地方整備局紀伊山系砂防

事務所の協力を得て砂防えん堤などの現地調査(No.9)。 

 

(４) 啓発センター作成のハザードマップでの学習 

土砂災害は突発的・突然発生し、土砂の移動は速く・衝撃力が強いことから家屋でも被

災する。このことから自宅がどのような災害の危険性があるかを知り、早めの避難に繋げ

るためには、ハザードマップ・防災マップにより土砂災害のおそれのある箇所を理解する

事が重要である。(No.15) 

学習では学校毎(地区毎)に作成したハザードマップに、児童が自宅を記入し、土砂災害

のおそれがあるか・早めの避難をどうするかなどの学習に取り組んでいる。また、児童が

この資料を家に持って帰り家族や保護者の方と話しをする事も期待している。また、出前

授業では、学校に啓発センター職員が訪問する点を生かし、教室での学習や実験に加えて

学校近隣の土砂災害のおそれのあるところをハザードマップを見ながら一緒に歩き、日頃

から危ないところはどこか、土砂災害のおそれのある箇所はどのようになっているか学習

する。 

児童の登校地域を考え２枚で作成 

ハザードマップ(由良町立由良小学校) 
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２－５－４ 新たな防災学習の取り組み 

（１） オンライン学習 

新型コロナウイルス感染拡大の状況下では学校・教育現場への感染予防対策として対面

での学習が制限されることがある。そこで、オンライン形式での土砂災害防災学習や実験

なども実施し課題などを抽出している。 

 

 

【オンライン学習の概要と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様子 

実施日 学校名 学年 学習内容 課題

令和3年9月2日
那智勝浦町立
市野々小学校

5・6年生
合同

マイ・タイムライン学習
一部で音声が聞き取りづらい
部分があった．

令和3年9月17日
那智勝浦町立
勝浦小学校

4年生
スライド学習

実験
映像・音声の途切れ．

令和3年9月22日
那智勝浦町立
勝浦小学校

3年生
スライド学習

実験
映像・音声の途切れ．
通信の遮断．

令和4年3月3日
上富田町立
生馬小学校

6年生 防災RPG学習第2弾
一部で音声が聞き取りづらい
部分があった．
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（２） タブレットを用いた防災学習 

令和３年１１月２５日の新宮市立高田小学校を対象に行った防災学習では新宮市の Web

版ハザードマップと学校のタブレットを活用した防災学習を行った。配布した Web ハザ

ードマップの二次元コードを用いて、児童がハザードマップにアクセスし、自宅周辺の様

子を確認した。 
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（３）小学校における発達段階に応じた防災カリキュラムの作成 

学習指導要領に対応した教科書には関連した内容が盛り込まれるが、防災学習などは教

員が別途教材を準備することになる。さらに、土砂災害への知識が少なく教材が無いこと

から、教員が土砂災害を理解し主体的に実施する土砂災害の防災学習はあまり進んでいな

いため、発達段階に応じた防災カリキュラムを作成することで、「教員がだれでも授業がで

きる」ような指導案を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達段階に応じた防災学習指導案 
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２－6 関係機関と連携した啓発活動 

 

２－６－１ 日高川町におけるデジタルコンテンツを活用した継続的な土砂災害防災学習

の実施に係る説明会の開催  

 

啓発センターでは、土砂災害に関する防災教育を主要な活

動の一つと位置付け、県下の学校においてスライドやビデ

オ、模型実験を用いた授業を行うとともに、昨年度からは和

歌山工業高等専門学校が開発した防災ＲＰＧを防災教育に導

入した。 

 この度、日高川町、日高川町教育委員会との協働により、

日高川町内の学校において、和歌山工業高等専門学校と啓発

センターが開発したデジタルコンテンツを活用した土砂災害

に関する防災教育を継続的に行うこととなり、日高川町教

育委員会教育長、日高川町総務課長、日高川町各小中学校

（オンライン参加）、和歌山工業高等専門学校辻原教授及び

学生３人が参加し、デジタルコンテンツを活用した防災教

育に関する説明会を行った。 

なお、啓発センターでは、この防災教育を通して、デジ

タルコンテンツの学習効果の検証を行うとともに、検証結

果を今後のコンテンツ更新に活用していく予定である。 

 

２－６－２ 和歌山工業高等専門学校と連携し開発した防災 RPG を用いた防災学習 

令和２年度に引き続き啓発センターと連携し、和歌山工業高等専門学校が開発した防災

ロールプレイングゲーム（RPG）は子どもたちが自らゲームを行う(自発・自分ごと)こと

で土砂災害に関する知識を身につけることができる教材であり、ゲームとあわせてハザー

ドマップの学習・現地調査なども行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

今までの取り組みと今回の取り組み 

学校毎のデジタルコンテンツ教材 
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【防災 RPG 実施校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）防災 RPG「土砂災害が発生したとき」英語版 

啓発センターは、和歌山工業高等専門学校の学生が防災ロールプレイングゲーム

（RPG）「土砂災害が発生したとき」を開発するための技術的な助言を行ってきたが、この

度、このゲームを海外においても活用していただけるようにすることを目的として、啓発

センターが翻訳を行い、英語版防災 RPG「When the Sediment Disaster Occurs」を共

同で作製した。今後、中学校等の防災学習で英語版防災 RPG を実践していきたいと考えて

いる。 

 

（２）防災 RPG「命を守るハザードマップ」 

啓発センターは、小中学校等における防災学習に積極的に取り組んでいる。昨年度よ

り、防災 RPG 第 1 作目「土砂災害が発生したとき」を用いた防災学習を行ってきたが、

引き続き、第 2 作目となる「命を守るハザードマップ」を用いた防災学習を日高川町立山

野小学校、上富田町立生馬小学校の２校で行った。 

防災 RPG「命を守るハザードマップ」は、第 1 作目に引き続き、和歌山工業高等専門学

校専攻科エコシステム工学専攻(辻原研究室)の西萩一喜(にしはぎかずき)さんが、啓発セ

ンターの助言を受けながら開発した。 

 

実施日 学校名 防災RPG

令和3年7月12日 田辺市立龍神中学校 １年生 防災RPG第1弾「土砂災害が発生したとき」

令和3年11月17日
日高川町立山野小学校
日高川町立江川小学校  5年生
日高川町立和佐小学校

防災RPG第1弾「土砂災害が発生したとき」

令和4年1月14日 日高川町立山野小学校 ５・６年生 防災RPG第2弾「命を守るハザードマップ」

令和4年3月3日 上富田町立生馬小学校 ６年生 防災RPG第2弾「命を守るハザードマップ」

令和4年3月15日 那智勝浦町立市野々小学校 ５・６年生 防災RPG第3弾「台風にそなえて、じゅんびをしよう！」
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（３）防災 RPG「台風にそなえて、じゅんびをしよう！」 

第３作目「台風にそなえて、じゅんびをしよう！」を用いた初めての防災学習を那智勝

浦町立市野々小学校で行った。 

防災 RPG「台風にそなえて、じゅんびをしよう！」は、和歌山工業高等専門学校環境都

市工学科(辻原研究室)５年生の鈴木義幸(すずきよしゆき)さんが、啓発センターの助言を

受けながら開発した。 
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２－７ その他啓発活動 

２－７－１ 土砂災害防止月間 

毎年６月は「土砂災害防止月間」であり、啓発センターでは展示スペースに垂れ幕

及び館外に木製看板並びに幟（のぼり）の掲出を行っている。 

また、啓発センター内においては、土砂災害警戒区域及び警戒情報や早めの避難行

動など土砂災害から身を守るために知って頂きたい内容や１０年前に甚大な被害をも

たらした紀伊半島大水害当時の記録を振り返り風化させないために「～紀伊半島大水

害から１０年～」と題しパネル展示を行った。 

 

土砂災害啓発パネルの展示 

土砂災害防止月間の広報活動 
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２－８ ホームページ 

啓発センターでは土砂災害に関する防災・減災につながる情報や啓発活動の様子を

ホームページで情報を発信している。令和３年度における主なホームページ更新内容

は参考資料③として巻末に示す。なお、令和４年度についても引き続き積極的な情報

発信に努めていく。 
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３．調査・研究 

３－１ 研究活動 

啓発センターの２階には国土交通省近畿地方整備局大規模土砂災害対策技術センタ

ーが入所し、大規模土砂災害対策研究機構と連携を図りながら土砂災害に関する研究

活動を行っている。 

啓発センター職員も大規模土砂災害対策技術センターの職員と同じフロアで活動

し、指導を受けながら調査研究を行うことで技術力の向上に努め、研究成果を学会等

で発表するとともに学会誌等への論文投稿を実施している。以下に令和３年度の研究

成果の実績を示す。 

年月 学会名 題名 著者・共著者 

2021 年 4 月 砂防と治水 

防災ロールプレイングゲーム「土砂

災害が発生したとき」を用いた防災

教育の実践 

岸畑明宏 

2021 年 5 月 

2021 年度砂防学会研究

発表会「オンライン大

会」 

土砂災害防災ロールプレイングゲ

ーム「土砂災害が発生したとき」の

開発とゲームを用いた防災教育の

効果検証 

岸畑明宏，坂口隆紀，筒井和男，宮﨑

徳生，西萩一喜，辻原治，木下篤彦 

高感度地震観測網の微小振動デー

タを用いた大規模出水時の河川水

位の推定 

筒井和男，坂口隆紀，海原荘一，谷田

佑太，木下篤彦，柴田 俊，浅原裕，

中谷洋明 

大規模斜面崩壊時の地盤振動特性

に関する室内実験による検討 

宮﨑徳生，筒井和男，坂口隆紀，海原

荘一，谷田佑太，木下篤彦，柴田俊，

中谷洋明 

和歌山県田辺市における明治 22 年

水害の災害教訓伝承に関する調査 

森川智，宮﨑徳生，筒井和男，岸畑明

宏，坂口隆紀，木下篤彦 

2021 年 6 月 

2021 年度 河川技術に

関するシンポジウム「オ

ンライン」 

高感度地震観測網の微小振動デー

タに着目した大規模出水時の地盤

振動特性と欠測水位の推定 

筒井和男，坂口隆紀，海原荘一，谷田

佑太，木下篤彦，柴田 俊，浅原裕，

中谷洋明 

2021 年 6 月 
2021 近畿地方整備局研

究発表会(WEB 開催) 

360 度動画による土砂災害警戒区

域認知度向上の取り組み 

岸畑明宏，筒井和男 

小学１・２年生や園児への土砂災害

学習の取り組み 

坂口隆紀，宮﨑徳生 

UAV 搭載型レーザスキャナを活用

した砂防堰堤の設計について 

西島権，野村雅俊 

2021 年 8 月 土木技術資料 

大規模土砂移動発生時の地盤振動

に関する振動特性と室内実験 

筒井和男,金澤瑛,木下篤彦,中谷洋明 

和歌山県土砂災害啓発センターで

の防災学習の取り組み 

坂口隆紀,宮﨑徳生,岸畑明宏 

2021 年 9 月 
日本地すべり学会研究

発表会「オンライン」 

和歌山県日高郡みなべ町における

断層破砕帯での地すべり対策 

岸畑明宏，坂口隆紀，木下篤彦 

2021 年 10 月 砂防と治水 

紀伊半島大水害後の那智川流域の

復興と和歌山県土砂災害啓発セン

ターによる啓発活動 

 

和歌山県土砂災害啓発センター 



 

29 

 

 

３－２ 現地調査 

和歌山県内で発生した土砂災害（地すべりに起因する道路災害も含む）について、県

や市町村からの依頼に基づき実施する大規模土砂災害対策技術センター職員による現地

調査に同行し調査を行った。また、技術開発が進められているドローン空中電磁探査に

おける現地見学会への参加や過去の大規模土砂災害発生箇所の現地調査なども行い技術

力の向上及び過去の大規模土砂災害に関する歴史的な知識の習得にも努めている。以下

に令和３年度中の現地調査の実施状況を示す。 

2021 年 11 月 
第 61 回治山研究発表会

(WEB 開催) 

後世に伝える過去の山地災害に関

する調査と防災学習の取り組みに

ついて 

宮﨑徳生・筒井和男・岸畑明宏・坂口

隆紀・木下篤彦 

2022 年 2 月 水利科学誌 

人工衛星「しきさい」を活用した那

智の滝上流域の水源涵養機能に関

する研究 

宮﨑徳生,坂口隆紀 

2022 年 3 月 
ISRSS-SENDAI2022

（オンライン） 

Building / Construction 

Information Modeling, 

Management (BIM/CIM) for 

landslide countermeasure 

facilities 

Satoru Morikawa、Akihiro 

Kishihata, Hisashi Kameda 

現地調査実施状況（和歌山市府中） 

現地調査実施状況（上富田町下鮎川） 
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３－３ その他 

地震・豪雨等による大規模な浸水や土砂移動の被害状況の把握に有効とされる、合

成開口レーダーSAR 画像による被災区域の判読手法の研修会が、WEB 形式で行われ参

加した。広域災害時の初期段階においては、迅速に被害状況を把握することが重要で

あり大規模災害における初動対応に活用するため、SAR 画像による被災区域の判読技

術の向上に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年月 路線・箇所名 事業実施主体 事業区分 

2021 年４月 紀の川市道竹房橋五百谷線（紀の川市竹房地区） 紀の川市 道路 

2021 年 8 月 上富田町町道一乗寺加茂線（上富田町下鮎川地区） 上富田町 道路 

2021 年 8 月 和歌山市府中地区 和歌山県 砂防 

2022 年 3 月 上富田町町道一乗寺加茂線（上富田町下鮎川地区） 上富田町 道路 
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4. 和歌山工業高等専門学校との共同研究 

 土砂災害に関する防災学習コンテンツの開発にあたり、RPG ソフトウェアを用いた防災

学習についての研究を行っている和歌山工業高等専門学校環境都市工学科辻原研究室と啓

発センターが、それぞれの機関の強みを活かし補完することで、RPG ソフトウェアの開発

から実践までを共同研究した。本研究は、令和 2 年度から継続し、対象年齢と想定した小

学校高学年の学習内容の調査から始め、和歌山工業高等専門学校の学生は防災学習への興

味は持っていたが土砂災害に関する知識は少なく、啓発センターで学習し土砂災害の知識

を深めながら開発を進めた。特に、シナリオについては、RPG の根幹をなすところであ

り、防災学習の目標や内容、またゲーム性をどのように出していくかなどについて、両機

関で意見を出し合い議論を重ねた。 

 

・防災 RPG「命を守るハザードマップ」 

和歌山工業高等専門学校の学生が令和 2 年度に土砂災害学習の動機付けを目的としたロ

ールプレイングゲーム（RPG）を第 1 作目として開発し、ゲームを用いた学習を啓発セン

ターと共同で実施した。ゲームを用いて学習した小中学生のアンケート結果として、「自分

の住んでいるところで、避難することになったとき、自分でちゃんと避難できると思いま

すか。」の肯定回答率が 45%と特に低いことを課題と考え、第 2 作目となる「命を守るハ

ザードマップ」を開発した。第 2 作目では、地域特定のハザードを題材とし、プレイヤー

が RPG の主人公として、地域における土砂災害の危険やハザードマップの大切さを学習

できる内容となっている。ゲームの制作に

あたり、他の地域においてもゲームが使用

可能であることに注意した。 

具体的には、学校周辺のドローン映像を

流すシーンや、近隣の砂防堰堤等まで移動

する際にはプレイヤーが実際に歩いている

ように前後左右の写真を確認できるイベン

トなどを組み込んだ。それらの写真や一部

文言を適宜差し替えることで、他の学校の

教材としても製作できるように工夫してい

る。 

 

 

 

 

防災 RPG「命を守るハザードマップ」 
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・防災 RPG「台風にそなえて、じゅんびをしよう！」 

 土砂災害発生時の避難行動は防災において重要なものであるが、実際の災害時に避難行

動を行うのは容易ではないことから、このゲーム学習では「いつ避難するか」「どのように

避難するか」「避難時に何が起こるのか」の 3 つの

内容を学習できる。避難訓練では体験できないが、

災害時に起こりうるトラブルをゲーム内で体験する

ことで、実際の避難行動をシミュレートし、より避

難に対して具体的なイメージを持つことができる内

容となっている。 

 

・手軽に使えるマイハザードマップ制作アプリ 

小学校では、学習指導要領が改訂され「自然災害に関する知識を得ること」や「災害か

ら人々を守る行動」などについて指導することが追記された。そのためには、地元の災害

リスクや避難場所や避難の方法を学ぶことが求められ、ハザードマップが重要な役割を担

い、最近小学校などで導入が進んでいるタブレット

端末や PC を活用したハザードマップアプリを開発

した。ハザードマップの見方を学ぶだけでなく、生

徒が実際に現場へ赴き、気付きの書き込みや写真の

貼り付けなどを行うことで、自然災害に対するリス

クや災害発生時の対応を主体的に学ぶきっかけとな

ることが期待できる。 

 

・洪水時の河川周辺の地盤振動に着目した河川水位の推定に関する研究 

河川の水位は河川計画の立案、構造物の設計や災害時の警戒避難の呼びかけにおいて重

要な指標である。多くの水位計は河道内に設置されることから、洪水時に流失し、水位観

測が欠測する事態が発生することがある。一方で、

洪水時に周辺の地盤振動が大きくなることが知られ

ており、河川の水理量との関係が指摘されているも

のの、明確にはその原因が分かっていない。そこ

で、河川の洪水時に周辺地盤の振動を計測し、水位

や流量との関係を調べることで、洪水時の堅牢な水

位計としての機能が期待される。このため、県内の

河川周辺の地盤振動を計測し、河川水理量との関

係を研究中である。 

防災 RPG「台風にそなえて、じゅんびをしよう！」 

手軽に使えるマイハザードマップ制作アプリ 

高感度な地震計を用いた地盤振動の計測状況 
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5. 大規模土砂災害対策研究機構会議 

令和３年 11 月 15 日、大規模土砂災害対策研究機構令和 3 年度機構会議が WEB 形

式で開催された。大規模土砂災害対策研究機構は、土砂災害に関する高度な知見を有

する大学や研究機関が連携を図り、研究を推進することを目的とした、国・県・町・

大学・研究機関からなる組織で、会議では各機関よりそれぞれの調査研究等の報告が

行われた。 

 

※大規模土砂災害技術センター 

（URL : https://www.kkr.mlit.go.jp/kiisankei/center/index.html ） 
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６．参考資料 

参考資料① 

・新型コロナウイルス感染症への対応 

啓発センターでは、新型コロナウイルス感染防止の観点から、令和２年６月に策定した

感染拡大予防ガイドラインに基づき感染対策を徹底するとともに啓発センター内での研修

上限者数を通常の半分以下（２０～３０名程度）として以下のとおり施設を運営した。 

 

・新型コロナウイルス感染防止対策の経過 

令和３年 8 月１7 日～9 月 30 日まで  【県】不要不急の外出自粛要請による対面での啓発

研修の休止、オンライン研修への変更 

令和 3 年 10 月１１日～       CO2 濃度測定器の導入 

令和 4 年 1 月１8 日～3 月 6 日まで 【県】不要不急の外出自粛要請による対面での啓発

研修の休止、オンライン研修への変更 

令和 4 年 2 月 5 日～3 月 6 日まで 【国】まん延防止等重点措置区域への指定による対 

面での啓発研修の休止、オンライン研修への変更 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和歌山県感染拡大予防ガイドライン【和歌山県土砂災害啓発センターR2.6.1】 

CO2 濃度測定器の導入（R3.10.11～） 

施設の種類 内訳

【従業員に関する行動】

□ 従業員に対して検温を促し、体調不良の場合、自宅待機とする。

□ 咳エチケット、マスク着用、手洗い、手指の消毒を徹底する。

□ 対人距離(できるだけ２mを目安に(最小1m))を確保するとともに、互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発声を控える。

□ 現金の受け渡しにはトレイを使用させる。

□ 鼻水、唾液などが付いたごみは、ビニール袋に入れて密閉して縛り、ごみを回収する従業員はマスクや手袋を着用させる。

【来客へ注意を促す事項】

□ 咳エチケット、マスク着用、手洗い、手指の消毒を徹底する。

□ 発熱があったり、咳、咽頭痛などの症状がある人は入場をしないように呼びかける。

□ 対人距離(できるだけ２mを目安に(最小1m))を確保するとともに、互いに手を伸ばしたら届く距離での会話や発声を控えるよう呼びかける。

【展示室等における感染防止策】

□ フロアマーカー等の設置等の工夫を行い、来館者同士の距離(２ｍを目安に(最小１ｍ))が確保できない場合は、入場制限等を実施する。

□ パンフレット等の配布物は手渡しで配布せず据置き方式とする。

□ 直接手で触れることができる展示物（ハンズオン）は感染リスクが高いので原則展示しない、止むを得ない場合は従業員が管理して消毒を徹底する。

□ 清掃、消毒、換気を徹底する。

□ オーディオガイド、ベビーカー、車椅子等の貸出物について十分な消毒をする。

□ 汚物を流すときは、トイレの蓋を閉めて流すよう注意書きを表示する。

□ トイレのハンドドライヤーは止め、共通のタオルは禁止し、ペーパータオルを設置するか、使い捨ておしぼり等を準備する。

《窓口》

□ アクリル板等設置により購買者との間を遮蔽する。

□ 窓口に行列ができる場合は、２ｍを目安に(１ｍ)間隔を開けて整列を促す等、人が密集しないように工夫する。

※　上記留意事項を入り口や店内に掲示し、啓発する。

博物館など

土砂災害啓発セ

ンター

感染防止対策について留意すべき事項
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参考資料② 

令和３年度団体研修一覧表 

回 開催日 団体名 
人
数 

都道府県 
研修 
時間 

研修会場 

1 4 月 18 日 さわかみオペラ芸術振興財団 10 東京 20 土砂災害啓発センター 

2 4 月 19 日 和歌山県立田辺高等学校 18 和歌山 60 高等学校 

3 4 月 20 日 那智勝浦町立市野々小学校５・６年 14 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

4 5 月 26 日 
和歌山県立田辺高等学校・福島県立磐

城高等学校 
18 

和歌山・

福島 
60 

オンライン 

5 6 月 4 日 埼玉県立新座柳瀬高等学校 30 埼玉 25 オンライン 

6 6 月 11 日 有田市同友会 14 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

7 6 月 18 日 みなべ町役場職員 6 和歌山 40 土砂災害啓発センター 

8 7 月 6 日 海南市立第三中学校１年 72 和歌山 110 海南ノビノスホール 

9 7 月 7 日 南平野区いきいきサロン 11 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

10 7 月 8 日 白浜町立北富田小学校６年 24 和歌山 30 土砂災害啓発センター 

11 7 月 12 日 田辺市立龍神中学校１年 23 和歌山 50 中学校 

12 7 月 13 日 那智勝浦町立市野々小学校５・６年 12 和歌山 100 小学校 

13 7 月 16 日 由良町役場職員 5 和歌山 90 土砂災害啓発センター 

14 7 月 26 日 日高川町立中津小学校教員 1 和歌山 90 土砂災害啓発センター 

15 7 月 27 日 和歌山県県土整備部職員 23 和歌山 80 土砂災害啓発センター 

16 7 月 28 日 美浜町民生委員児童委員協議会 24 和歌山 60 美浜町役場 

17 7 月 29 日 
和歌山県立田辺高等学校・福島県立磐

城高等学校他３校 
20 

和歌山・

福島 
90 

オンライン 

18 7 月 29 日 三重県桑名市議会 4 三重 60 土砂災害啓発センター 

19 8 月 5 日 那智勝浦町教職員 11 和歌山 100 那智勝浦町体育文化会館 

20 8 月 6 日 関西広域連合防災関係職員 100 和歌山 120 オンライン 

21 9 月 2 日 那智勝浦町立市野々小学校５・６年 12 和歌山 95 オンライン 

22 9 月 17 日 那智勝浦町立勝浦小学校４年２組 21 和歌山 45 オンライン 

23 9 月 17 日 那智勝浦町立勝浦小学校４年１組 23 和歌山 55 オンライン 

24 9 月 22 日 那智勝浦町立勝浦小学校３年 37 和歌山 75 オンライン 

25 9 月 30 日 紀南地域防災協議会専門部会 29 和歌山 85 オンライン 

26 10 月 5 日 那智勝浦町立勝浦小学校３年 41 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

27 10 月 5 日 那智勝浦町立下里小学校４年 22 和歌山 90 土砂災害啓発センター 

28 10 月 8 日 那智勝浦町立勝浦小学校４年１組 26 和歌山 120 土砂災害啓発センター 

29 10 月 8 日 那智勝浦町立勝浦小学校４年２組 23 和歌山 90 土砂災害啓発センター 

30 10 月 8 日 田辺市立秋津川・大坊小学校５・６年 23 和歌山 60 土砂災害啓発センター 



 

36 

 

31 10 月 12 日 
那智勝浦町立市野々小学校５・６年 

12 
和歌山 

45 
小学校 

32 10 月 13 日 
龍神地区小学校連合（田辺市立龍

神・上山路小学校６年） 17 
和歌山 

60 
土砂災害啓発センター 

33 10 月 13 日 
龍神地区小学校連合（田辺市立中山

路・咲楽小学校６年） 
16 

和歌山 
90 

土砂災害啓発センター 

34 10 月 14 日 那智勝浦町立勝浦小学校４年１組 23 和歌山 110 小学校 

35 10 月 14 日 那智勝浦町立勝浦小学校４年２組 21 和歌山 110 小学校 

36 10 月 15 日 田辺市立龍神中学校１年 27 和歌山 90 中学校 

37 10 月 18 日 田辺市立近野小学校６年 7 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

38 10 月 18 日 和歌山県立なぎ看護学校２学年 36 和歌山 90 看護学校 

39 10 月 21 日 上富田町立生馬小学校６年 26 和歌山 45 小学校 

40 10 月 21 日 上富田町立生馬小学校教育講演会 73 和歌山 40 小学校 

41 10 月 22 日 那智勝浦町立下里小学校４年 19 和歌山 95 小学校 

42 10 月 22 日 和歌山県立新翔高等学校１年 111 和歌山 60 高等学校 

43 10 月 26 日 日高川町立川原河小学校１・２年 5 和歌山 45 小学校 

44 10 月 26 日 
日高川町立川原河小学校３・４・５・

６年 
12 

和歌山 
45 

小学校 

45 10 月 26 日 日高川町立川原河小学校全校 17 和歌山 80 小学校 

46 10 月 26 日 みなべ町立高城中学校１年 7 和歌山 110 中学校 

47 10 月 26 日 橋本市立あやの台小学校６年 59 和歌山 50 小学校 

48 10 月 27 日 海南市立下津第二中学校３年 44 和歌山 60 那智勝浦町体育文化会館 

49 10 月 27 日 
有田市婦人団体連絡協議会・有田市交

通安全母の会 
16 

和歌山 
60 

土砂災害啓発センター 

50 10 月 28 日 那智勝浦町立市野々小学校５・６年 12 和歌山 50 土砂災害啓発センター 

51 10 月 28 日 橋本市立あやの台小学校６年 63 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

52 10 月 28 日 橋本市立あやの台小学校６年 63 和歌山 60 那智勝浦町体育文化会館 

53 10 月 29 日 田辺市立中山路小学校５・６年 13 和歌山 90 小学校 

54 10 月 30 日 美浜町立松洋中学校３年 61 和歌山 90 那智勝浦町体育文化会館 

55 11 月 1 日 由良町立由良小学校６年 26 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

56 11 月 2 日 
和歌山県立日高高等学校附属中学校

１年 
45 

和歌山 
60 

土砂災害啓発センター 

57 11 月 3 日 
一般社団法人木本地区連合自治会及

び各種団体 
27 

和歌山 
95 

土砂災害啓発センター 

58 11 月 4 日 埼玉県立新座柳瀬高等学校 30 埼玉 40 オンライン 

59 11 月 5 日 広川町立津木小学校１・２年 9 和歌山 45 小学校 

60 11 月 5 日 広川町立津木小学校３・４・５・６年 14 和歌山 45 小学校 
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61 11 月 5 日 広川町立津木小学校３・４・５・６年 14 和歌山 45 小学校 

62 11 月 6 日 
那智勝浦町築地区 

30 
和歌山 

60 
那智勝浦町消防コミュニティセ

ンター 

63 11 月 7 日 田辺市民生児童委員協議会大塔支部 15 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

64 11 月 7 日 岐阜県山県市高富地区自治会連合会 5 岐阜 60 土砂災害啓発センター 

65 11 月 8 日 北山村立北山小学校１・２・３・４年 15 和歌山 45 小学校 

66 11 月 8 日 北山村立北山小学校５・６年・中学校 11 和歌山 50 小学校 

67 11 月 8 日 人権機関有田川 30 和歌山 90 金屋文化保健センター 

68 11 月 9 日 印南町立稲原中学校２年 9 和歌山 110 中学校 

69 11 月 10 日 紀美野町立野上中学校３年 31 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

70 11 月 11 日 由良町立白崎小学校３・４年 19 和歌山 45 小学校 

71 11 月 11 日 由良町立白崎小学校５・６年 23 和歌山 90 小学校 

72 11 月 13 日 御坊市消費者学習会 18 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

73 11 月 15 日 那智勝浦町立宇久井小学校５年 31 和歌山 95 小学校 

74 11 月 17 日 
日高川町立山野・江川・和佐小学校５

年(丹生っ子プロジェクト） 
26 

和歌山 
110 

日高川町立丹生中学校 

75 11 月 19 日 日高川町立笠松小学校２・３・４年生 5 和歌山 45 小学校 

76 11 月 19 日 日高川町立笠松小学校５・６年生 5 和歌山 100 小学校 

77 11 月 22 日 那智勝浦町立宇久井小学校５年 33 和歌山 90 土砂災害啓発センター 

78 11 月 24 日 和歌山市婦人団体連絡協議会 25 和歌山 80 土砂災害啓発センター 

79 11 月 25 日 新宮市立高田小学校３・４・５・６年 6 和歌山 60 小学校 

80 11 月 25 日 上富田町立岡小学校６年 22 和歌山 60 土砂災害啓発センター 

81 11 月 25 日 田辺市立田辺第三小学校６年 57 和歌山 60 那智勝浦町体育文化会館 

82 11 月 26 日 那智勝浦町立宇久井中学校 100 和歌山 45 中学校 

83 12 月 2 日 みくまの支援学校高等部 14 和歌山 105 土砂災害啓発センター 

84 12 月 2 日 海南市立大野小学校６年 44 和歌山 60 かつうら御苑 

85 12 月 3 日 海南市立巽小学校６年 66 和歌山 60 那智勝浦町体育文化会館 

86 12 月 5 日 那智勝浦町立太田小学校育友会 50 和歌山 60 小学校 

87 12 月 8 日 和歌山地方気象台 10 和歌山 60 和歌山地方気象台 

88 12 月 8 日 有田地域消防協会 10 和歌山 80 土砂災害啓発センター 

89 12 月 8 日 和歌山県立和歌山高等学校 150 和歌山 50 高等学校 

90 

 
12 月 9 日 

和歌山県立日高高等学校附属中学校

３年 
44 

和歌山 
80 

土砂災害啓発センター 
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91 12 月 9 日 海南市立内海小学校６年 36 和歌山 90 土砂災害啓発センター 

92 12 月 10 日 那智勝浦町天満区長命会 20 和歌山 60 那智勝浦町天満区民会館 

93 12 月 15 日 四川省防災セミナー 20 （国外） 120 オンライン 

94 12 月 20 日 四川省交流会 40 （国外） 50 オンライン 

95 1 月 14 日 紀の川市立池田小学校５年 66 和歌山 45 小学校 

96 1 月 14 日 日高川町立山野小学校５・６年 8 和歌山 95 小学校 

97 1 月 18 日 
土砂災害研究講演会 紀伊半島大水害

から 10 年～あの日を忘れない～ 
150 

和歌山 
20 

那智勝浦町体育文化会館 

98 3 月 3 日 上富田町立生馬小学校６年 26 和歌山 60 オンライン 

99 3 月 15 日 新宮市立光洋中学校２年 64 和歌山 50 中学校 

100 3 月 15 日 那智勝浦町立市野々小学校 12 和歌山 60 小学校 

101 3 月 18 日 日高広域消防事務組合 40 和歌山 60 日高川町防災センター 

102 3 月 19 日 

近畿災害対策まちづくり支援機構「和

歌山へつなぐ災害の備え」シンポジウ

ム 

30 

 

兵庫 60 

 

オンライン 

103 3 月 25 日 日高広域消防事務組合 40 和歌山 60 日高川町防災センター 
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参考資料③ 

令和３年度啓発センターホームページ更新一覧表 

更新日 更新内容 

令和３年 ４月１２日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和３年 ４月３０日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和３年 ６月 １日 紀伊半島大水害被災体験紙芝居と令和３年度土砂災害防止月間パネルの掲載 

令和３年 ６月 ４日 土砂災害啓発センターの活動報告と土砂災害に関する研修案内のお知らせ 

令和３年 ６月２５日 修学旅行での防災学習のご案内について 

令和３年 ７月 ３日 土砂災害啓発センターの休館情報の追記について 

令和３年 ７月１３日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和３年 ８月 ２日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和３年 ８月 ６日 土砂災害啓発センター利用案内の更新について（英語版） 

令和３年 ９月 ２日 研修申し込み様式の変更について 

令和３年 ９月 ８日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和３年１０月２５日 土砂災害啓発センター５年報の公開 

令和３年１１月１６日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和３年１１月１７日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和３年１２月１４日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和３年１２月２５日 地域講演会の開催について 

令和４年 １月 ５日 紀伊半島大水害被災体験紙芝居の掲載（英語版） 

令和４年 １月１４日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和４年 １月２４日 地域講演会の中止について 

令和４年 ２月 ４日 土砂災害啓発センターの活動報告 

令和４年 ３月 ２日 土砂災害啓発センター令和２年度報の公開 

令和４年 ３月３１日 土砂災害啓発センターの活動報告 

 


